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Previously，11re teSted t‡1e effectiveness of some al・tificialb；liとSmade bycombin－  

ir唱CllemieヱIIs，fish meal，etC．，On bottom5etlong－1ine fishing．One ofthose baits，  

t】1e R－Ⅴ，lVilich conta；ned alanine，l）etaine，and glycine，in addition to otheI・COm－  

l）OnentS，l）1・0（lueed a good cateh rate．   

In t】1e Pre5ent Study，We attempted to applyい1e R－V a】・tifiぐialbait to tuna  

long－1ine f；s‡1ing．Field expeltimemtslVelle perfol，me（王in t】1e West Pacificin1983．  

A totalof2，741hooksIVel・e uSedi】la Series of5 tests．Fo】・eaeh tesと h之l】f of  

t王1e hooks contained t】1e artificialbait and half contained r主用SauryくIS a eOntrO】．  

Fol，t】1e5tests，Only4fishlVel－e CaughtlVit‡lt】le al、tificialbait w重1ile 401Vere  

Caughtlヤith the＄aury．   

’r】1e CatCh rate of t】le a】・tificialbaitin the present stu（iyis 8Xtremelylow  

COmpared to that of our pl・eVious bottom setlong－】ine fislling experiments． This  

sugge＄tS that the R－V artificialbaitisless effective for pelagic fishes．Fu王・the】、  

lVOl、kis needed to eluci（laとe the cllemjcaland visualeffeets of t‡le R－Vtyl）e bait5  

0n tunalong－1ine fishing．   
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我が国のマグロ延縄独楽では，従来主としてサンマ研を使欄していたが，サンマ Co～oJα占gβ  

ざ～γαの価格上界等の理由によって現在でほコノンロC∠叩α托Odo7ipぞ用ぐ～α～て↓ざ，マイワシ5研d≠符Opぷ  

触汀∽肌油廟1描琴魔々の研が用いられるようになった。これらの天然研は今後食樅としての価値  

が高まることが予想されるので，有効な人工研の開発が必賓と考える。  

練習舶蘭水丸研究業凝   
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延縄漁法では釣針に刺Lた餅を対象魚が日に入れ，これをのみ込もうとして口を閉じて引張る  

動作によって魚が釣針にか、る。したがって動きの少ない延縄用の餅で魚を誘って摺併行勃を起  

こさせるにほ，対象魚の視食感覚以外の感覚をも刺激する機能を具備した研が望まれる。   

マグロ延純用の人工例の研究としてほ，サンマのすり身を水溶性樹脂に混合した小山ら（1971）  

や，塩化ピエール製のイか製塩偶にサンマすり身等を添加して用いた小林（ま975），酉（ユ98り  

の実験報告などがある。また視ノ党を刺激して餌を目立たせ，釣獲効果の向上をねらったアクリル  

鰭那階製のフィッシングライトによる嶋租（1972）や，発光パタテリヤを用いたMAKIGUC王イ‡ら  

（1980）の実験報告がある。   

小山ら，小林，酉の実験結果闇化学感覚の刺激が人工餅の釣獲性能を向上させていることを示  

唆している。   

著者ら（1984）は糀々の化学感儀刺激物繋を混入した半固形人工鯛を拭作し，熊野灘における  

底延縄による実験で同時に周いたイカの切身桝と変らない商い釣獲率をあげることが出来た。   

本実験では底延糾の実験でよい成繊が得られたR－Ⅴ人工鋼をマグロ延縄に使った結果，浮社  

則用人工科に関する底延縄と違った知見が得られたので報告する。  

実 験 方 法   

突放は1983年11月14日から同月30日の間に，本学練習船働水丸によってFig．1に示す漁場で6圃  

行なわjlた。実戯に使用した源泉は11本付保延期50鉢である。   

R－Ⅴ人工研はフィッシコ。ミ山ル等にアミノ酸歎を加えたものを水溶性樹爛で閣形化したもの  

で，これを輝き1～ilmグ）薄い板状に豊潤したのち，渡さ200ⅢJ罰巾ユ50汀）mに切って棒状に巻き，ii！再  

端を輪ゴムで止めた。含有成分が海水中に溶出しやすくするため，使用前に切れ目を入れて釣針  

に刺した。また前回のR叫Ⅴの実験には背光螢光物質を含んだ材料（R－王り を装着したので，  

今回もR脚Ⅴのヤー端にこれを巻きつけ敏光によって桝を目立たせようとした。   

出来上りの全長は約250mmであった。（Fig，2）R…Ⅴ人工開の色ほ熱かっ色であi），R鵬Ⅰ王  

は漉輩色で，いづれも光沢はなかった。   

人工研の釣磯効果は同時に用いた冷凍サンマと比較することによって検討した。比粧する2種  

粗♂）桝の配置には様々のつけ方が考えられるが，本案放でほ1鉢毎の交互配置とした。このため  

サンマ桐を1尾づつつけた枝純11本と人工桝を1ヶづつつけ虹技純＝本との間にほ必らず浮標を  

入れ，枠組に枝縄を取付ける投純作業の間違いを防いだ。この浮標は揚組時に釣獲された魚がど  

ちらの桝にかかったかを正確に調査するにも役立った。   

実験6では比較検討のためR岬Ⅴ人工研を用いず，冷凍サンマだけをすべての釣針に刺した。   

釣針に刺したR血Ⅴ人工研が漁具接収将にどのような状態であったか，また同時に使用したサ  

ンマ研と比べてどう違ったかは，人工牌の効能を知るために盈葉であると考え，独英がもつれて  

鋼査不能のもの等を除いたすべての釣針について桝の状態を邪魔した。   

漁具は接触の都合によって各実験とも概ね南北に布没したが漁場の環境を把握するため，漁具  

の北端（1卜中央（2ト商機（3）付近でCTD観測を行なって水温・塩分の垂直分布をしらべた。   

また布殺された漁具の釣針がどれ位の深さに入れられたかを知るため，各実験では2偶の自記  

式水深計を校則先に結びつけた。1イ剛ま山番深くに掃下げられる幹縄r‡1央の枝縄に，他は浅い枝  

縄につけた。才馴叉彼の記録から各釣針の布紋深度の経時変化を求め，釣針が布設された探さを推  

定し，漁獲が行なわれた環境を知る資料とした。   



‖烏  マグロ姓純に閤いたR∵Ⅴ人工研の釣獲結束について  

F癌．1．Location oftestsites for tunalong－1ine fishingexperiments・  

Fig．2．P‡10tOgエーヱIPhofcyli－－dricalR一V baits wit＝luorescentmateria王  

（R－1Ⅰ）attached to one en（l・  

結  果  

各実験における使用偶別の釣獲魚とその数をTablelに示す0  

実験1から5における実験毎の便周囲凝と釣獲魚数によって求めた釣獲翠（％）ほサンマ楢で   



山＝祐一」邦・日商盤宍・小林 裕・帥肝腎朗j・イ了倉 敷・内服l波  

Table 仁Number and species of fish c；lug机by ralV Satl】・y（S）王Ind the  

R－Vill、tifici王11bait（AB）  

＝＝  

Exl）e】1iment numbell  

Type of bait  

NumbeI・Of baiと  

ハ・／り‖l汀（一 再肌膵IJ  

J九り／〃J＝（Jん‖ノぐJ  

．・l両前刷‖・JJ∫／‾＝・り．l・  

ノす川川りノ〃〃り∫J上川  

Aダ（エふdgγ（王 771αZαγα  

了t（リr叩／1J川ぶ 相即∫／／川J＝r∫  

．Y小ノIJ… 頼i‘JJ…  

Gビア叩〟JそJβ gだ叩だnぶ  

J．－・〃＝／岬扉‖‖JJ／仙川J圧刷‖＝＝り  

山肌血㈹扉雨m鋸南胴吊  

了’／川I川けドIりりJ〃Jげ〃  

r／用ーけ！混ざ（ヱ～ムαC（‖・eぶ  

T－／川I川‖メ りJけ川J   

〃‖再／＝り／l】ざ〃川∫ 汗J川J’∫  

Unknown sp．  

Yos】1ikiriza王Ⅵe  

Akaei   

Mizuuo  

Shinl払卵とSuO  

Kul、Okajiki  

Fuuraikajiki  

Mekajiki  

Kt汀OtaCllikamasu  

Abul・aSOkomutsu  

KヱImaSuSaWara  

Binnnjia 

Kihada  

Mebachi  

’rac】1imodoki  

l I二1 1 ！    二   

川 血   2 血 1 山 肌 刷 仙 山仙   2   

仙 仙 刷一 川 棚 W  5 －〟   ワ …   5  

l l  

l 血 潮 肋 岬 泄 一世 伊 州 仙   

l  

l l   

l         一∨  
l li  

ご  

1   l  

2・仙  3 仙 肋 … 一 肌 血 血 M仙   

仙 仙 刷 洲  1 … 刑 州 側 血   2  

】  

】  l   

rrotal  

Hookedl・ate（％）  

ノ1 1 8  0  fi 1 20 1 ユ0 117   

王．購0．罪2．29 81－470．367，270．363．660．363，10  

は5．09～1．46％であったが，R一Ⅴ人工研では0．37～0，00％であった。またこれら5圃の実験で  

釣れた合計釣機尾数と合計使用脚数によって求めた釣亭隻率（％）はサンマ糾で3．36％，R…Ⅴ人  

工鋼で0．29％であった。サンマだけを用いた実験6の釣獲率は3．10％であった。   

各実験において漁具が布殺された漁場の水温・塩分の垂麗分布をFig．3榊A，Bに示す。図に  

よれば同構造の漁具を使用したのに釣針の布設された探さが実験毎にかなり追っている。このこ  

とは幹鈍の短縮率が実験毎に興るためである。   

Tablelと Fig．3によって釣雑魚の魚梗舶戚と釣針が布籠された水深幣の関連をみると，実  

験1では水温26．0℃から24，0℃・塩分35．0％0といった高温・高塩の氷解に釣針が入り，クロカジ  

キ〟αゐα～γα7花αZαγαフーライカジキ7’沖叫坤紺侶α喝那汀川舟沈，キハダアん祝汁氾i↓ざαgムαCαγeぶ  

等が釣れた。   

爽倣2の水ぎ鼠は24．0℃から18．0℃，実戯3の水温は24．0℃から19．0℃であー）いづれも爽験1よ  

りや、低く，塩分も34．9％∂から34．7％∂であった。この漁場でほカジキ梵が釣れずキハダに加え  

てビンナガ7’ん肌乃祝gαgαJ肌gαとメバナrぁー～ナけは3 0ムeβ髄βが釣れた。   

実験4の水温は21．0℃から17．0℃と液も低〈，塩分も34．70％クであった。こ、ではヨシキリザ  

メダγgO乃αCe g払祝CαやミズウオAg叩∠ぷα1～γ混ざJeγ0∬が多く釣れ沃㍉   

実験5，6の水渡．はそれぞれ24．0℃から18．0℃，23．0℃から19．0℃で実験4よりや、高かった   



＝5  マグロ妊糾に用いたR－Ⅴ人工糾の釣攫綾澱について   
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F’ig．3．Graph of temper・ature（A）and sa】inity（B）recorded at test sites verESuS depth．  

Vel，tiealal－rOWS（いindieate zone wherelong－1ine hooks were set．   



山＝裕一・】一郎・日商盤夫・小林 裕・神野哲初・若㌻倉 鶉・内代 紙  116  

が，釣れた魚礁は実験4と略似た組成であった。   

本研究ほこのように環境の輿なった漁場で行なわれ14枕もの魚が釣れたが，各魚種の漁獲尾数  

が少なかったため，実験した2種の餌に対する魚種毎の釣獲傾向を検討することは出来なかった。   

爽験1から6の揚縄で船内に揚収Lた釣針についてサンマ餌をつけた釣針1875本と，R岬Ⅴ人  

工餅をつけた釣針1344本について，餌の状態を調査した。使用釣針数に対する閉塞釣針の割合は  

サンマ餌で97．8％，R－Ⅴ人工闊で98．0％であった。   

これらの結果によると，完全な形で音別又された研はサンマ餅で876尾，人工研では，1189個で  

あり，それぞれ調査数の46．7％と88．5％であった。   

また食利こ扱傷があったものはサンマ闊で731鳥人工餅では16個であって，それぞれ調査数の39・0  

％と1．2％であった。  

考  察   

R－Ⅴ人工飼とサンマ研を半数づつ健った実験1から5におけるサンマ餌による釣塵率ほ7．27  

％から1．46％であl），5回の合計では1369尾のサンマ餅によって46尾釣れて3．36％の釣搬率であ  

った。山方サンマ餅だけを用いた実験6の釣塞率は3．11％でほぼ同率であった。   

このことによって，節1回から第5回の爽験において健用したR－Ⅴ人工餌が対照として用い  

たサンマを刺した釣針に特に怒い彩管を及ぼしていなかったものと推測した。   

底延縄で比較対照鯛のイカの切身より高い釣確率が得られたR～Ⅴ人工餌を使用しているのに，  

本案放での釣簸率ほサンマ闊の拓という結果になった。この原因は，浮延縄の対象魚となる遊泳  

カにすぐれた魚種の摂餌生態が底延縄の対象魚である成虫魚のそれと大きく遮っているためと考  

えた。   

小林（1975）によれば化学感覚を刺激するサンマのすり身やイカ油を入れた塩化ビニ“ル製イ  

カ彗望擬餌にほ釣獲があったのに，これらを入れない擬餌でほ1尾も釣れていない。酉（1981）も  

イカ型擬餌を紙した実験の中で，サンマ肉を付けた方がよい釣凝結栄を得ている。さらに小山ら  

（1971）ほポリビニールアルコールを基材とし，サンマのすり身を加えて短冊型に加工した人工  

楢の爽験で，白色と赤色に紫色してその差を検討した結果，サンマ鍔の釣磯率がユ．08％のとき，  

白色人工開でほ0．67％赤色人工餌では0．91％であった。また小林（1975）の実験でも，光沢のな  

い淡かっ色から淡発色のイカ型擬餌でほ全く釣れなかったのに，光沢のある赤かっ色の擬餌では  

サンマと変らぬ釣強があった。これらの結果は何れも化学感兇を刺激する効果に加えて，さらに  

形や色彩が大きな郎響を与えていることを示唆している。   

本研究に用いたR－Ⅴ人工餌の釣塵成績が惑かった原因としては，その色や形が過当でなかっ  

たことも考えられる。あるいは本実験に用いたR－Ⅴ・R－工Ⅰ人工餅の成分が，マグロ延縄の対  

象魚の好みに合っていないことも考えられる。   

本研究の結果はマグロ延縄用の人工餌ほ底延縄用と違った条件を具備する必繋があることを示  

している。今後はマグロ延縄漁法の対象魚の摂鋼座腰について噌好や視覚に関する検討を積み鼠  

ねる必要がある。  
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